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自分たちの力で

主な内容

●特集　求められる地域の力

●木造住宅　耐震診断事業を実施

●災害に強いまちを目指して



特　

集

求
め
ら
れ
る
地
域
の
力

求
め
ら
れ
る
地
域
の
力

守ってね！

小さな体　大き
な命
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地
域
の
安
全
は

地
域
で
守
る

防
犯
の
基
本
的
な
心
構
え
は
、

自
分
自
身
で
身
を
守
る
と
い
う
強

い
姿
勢
で
す
。
犯
罪
者
の
多
く
は

入
念
な
準
備
や
悪
質
な
手
段
で
個

人
を
狙
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
一
人
で
は
対
抗
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
場
面
が
出
て
き

ま
す
。

そ
こ
で
重
要
と
な
っ
て
く
る
の

が
、
地
域
の
防
犯
力
で
す
。
近
隣

住
民
が
お
互
い
に
連
携
し
て
「
犯

罪
者
は
許
さ
な
い
」
と
い
う
姿
勢

を
見
せ
る
こ
と
が
、
個
人
で
は
持

ち
得
な
い
防
犯
効
果
を
生
み
出
し

ま
す
。

犯
罪
者
が
嫌
が
る

地
域
の
連
携

「
こ
こ
で
の
犯
行
は
無
理
だ
」

と
犯
罪
者
に
思
わ
せ
る
ほ
ど
の
地

域
住
民
同
士
の
結
束
力
が
あ
れ
ば
、

犯
罪
は
自
然
と
減
っ
て
き
ま
す
。

犯
罪
者
の
ほ
と
ん
ど
は
犯
行
に

及
ぶ
前
「
近
所
付
き
合
い
は
良
い

の
だ
ろ
う
か
？
」「
他
人
に
対
す

る
感
心
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
」
な

ど
と
考
え
、
人
間
関
係
が
希
薄
な

地
域
を
好
み
、
そ
こ
の
雰
囲
気
も

計
算
に
い
れ
て
犯
行
を
試
み
る
か

ど
う
か
を
決
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
住
民
が
防
犯
意

識
を
高
め
、
力
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
大
切
な
の
で
す
。
不
審
者
が
い

た
ら
「
何
か
ご
用
で
す
か
？
」
と

い
う
一
言
が
、
犯
罪
者
を
怯
え
さ

せ
、
犯
行
を
あ
き
ら
め
さ
せ
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

子
ど
も
、

高
齢
者
を
守
る

全
国
各
地
で
子
ど
も
へ
の
い
た

ず
ら
や
声
か
け
、
連
れ
去
り
と
い

っ
た
事
件
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
件
は
純
真
な
子

ど
も
の
心
に
大
き
な
傷
を
与
え
、

家
庭
内
に
も
不
安
と
苦
痛
を
も
た

ら
し
ま
す
。

保
護
者
、
大
人
の
方
は
「
知
ら

な
い
人
に
つ
い
て
い
っ
て
は
ダ
メ

だ
よ
」「
一
人
で
遊
び
に
行
っ
た

ら
ダ
メ
だ
よ
」「
学
校
か
ら
の
帰

り
道
に
は
気
を
つ
け
て
」
と
い
っ

た
注
意
や
、
通
学
途
中
で
の
相
談

や
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

『
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
家
』
や
『
み
ん

な
を
ま
も
る
み
せ
チ
ョ
キ
ち
ゃ
ん
』

な
ど
、
町
内
の
安
全
な
場
所
を
、

学
校
な
ど
で
確
認
し
て
子
ど
も
た

ち
に
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
訪
問

販
売
や
悪
徳
商
法
、
電
話
に
よ
る

詐
欺
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

い
き
な
り
訪
問
し
て
「
家
が
腐

る
、
倒
れ
る
」
な
ど
と
言
っ
て
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
無
理
に
勧
め
て

く
る
『
点
検
商
法
』。
子
ど
も
や
孫

な
ど
の
肉
親
を
装
い
、
交
通
事
故

示
談
金
や
サ
ラ
金
等
に
対
す
る
借

金
返
済
の
名
目
で
騙
し
取
る
『
オ
レ

オ
レ
詐
欺
』
が
代
表
的
な
例
で
す
。

子
ど
も
や
高
齢
者
を
守
る
た
め

に
は
、
家
庭
だ
け
で
な
く
地
域
ぐ

る
み
の
防
犯
対
策
が
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

「
何
か
ご
用
で
す
か
？
」

そ
の
一
言
が

地域の人に見守られ

ステッカーの家を確認しましょう
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

防
犯
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た

防
犯
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た

子どもＳＯＳの家

町内通学路沿い等に建つ民家

に、犯罪被害から子どもを守る

家として、不審な行動をする人

物を見かけたら駐在所に通報し

てもらったり、被害に遭いそう

になった子どもの一時保護をし

てもらったりする。

みんなをまもるみせチョキちゃん

町内の県理容生活衛生同業組合の加

盟店が警察と協力し、犯罪被害者の駆

け込み寺として、ストーカーや痴漢、

誘拐などの路上での犯罪から緊急避難

所として利用するだけでなく、警察と

の連携で犯罪の未然防止にもつなが

る。

婦 人 相 談 所

各都道府県に必ず一つ設置されている相談所。

女性が抱えている家庭や職場等での問題について

相談に応じたり、夫や恋人からの暴力から逃れて

きた方を保護・支援したりする。配偶者暴力相談

支援センターの機能を担う施設の一つとして位置

付けられる。

住　所 〒 514-0133
 三重県津市一身田大古曽字西浦 657

電　話 ０５９－２３１－５６００

度
会
町
に
つ
い
て

ど
う
感
じ
ま
す
か
？

木
下
氏　

度
会
町
に
勤
務
す
る
よ

う
に
な
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
大

人
の
方
も
子
ど
も
も
み
ん
な
が
挨

拶
を
必
ず
し
て
く
れ
る
こ
と
で
す

ね
。
お
互
い
の
仲
が
深
ま
る
と
い

う
か
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感
じ
が
し

ま
す
。

山
村
氏　

以
前
は
南
勢
町
に
勤
務

し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
同
じ
地

域
性
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
舎
に
は
都
会
と
は
違
っ
て
温
か

い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
ね
。
駐
在

所
に
い
て
も
近
所
付
き
合
い
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

度
会
町
で
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て

生
活
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

木
下
氏　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
地
域

性
が
逆
に
仇
と
な
っ
て
し
ま
わ
な

い
か
が
心
配
で
す
。

山
村
氏　

声
か
け
や
連
れ
去
り
が

心
配
で
す
ね
。
温
か
い
地
域
の
人

た
ち
の
中
で
育
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
は
、
純
粋
な
気
持
を
持
っ
て

い
ま
す
か
ら
・
・
・
。

木
下
氏　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

を
知
っ
て
い
る
よ
う
に
話
し
か
け

ら
れ
た
ら
安
心
し
て
し
ま
い
ま
す

か
ら
ね
。

山
村
氏　

保
護
者
の
皆
さ
ん
と
し

て
は
難
し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。

木
下
氏　

自
分
の
家
の
子
ど
も
じ

ゃ
な
く
て
も
、
気
を
つ
け
て
見
て

あ
げ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
怪
し

い
と
感
じ
た
ら
、
様
子
を
見
て
、

声
を
か
け
て
あ
げ
て
ほ
し
い
ん
で

す
よ
。

山
村
氏　
「
知
ら
な
い
人
に
つ
い

て
い
っ
て
は
ダ
メ
！
」
と
子
ど
も

自
身
に
、
知
ら
な
い
人
を
判
断
さ

せ
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

「
こ
れ
は
ダ
メ
、
あ
れ
は
ダ
メ
」

と
注
意
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

で
一
丸
と
な
っ
て
犯
罪
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

棚橋駐在所

木下　茂　警部補

少
年
非
行
防
止
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

山
村
氏　

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
少

年
非
行
も
心
配
の
一
つ
で
す
ね
。

今
は
自
動
販
売
機
で
タ
バ
コ
も
お

酒
も
、
お
金
さ
え
あ
れ
ば
手
に
入

る
か
ら
・
・
・
。

木
下
氏　

こ
れ
も
地
域
で
青
少
年

を
守
る
と
い
う
気
持
で
い
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。
実
際
、
パ
ト
ロ

ー
ル
だ
け
で
は
追
い
つ
か
な
い
ん

で
す
よ
。
地
域
で
声
を
か
け
あ
っ

て
、
少
年
た
ち
の
非
行
を
防
い
で

ほ
し
い
で
す
。
声
を
か
け
る
の
が

怖
い
、
危
険
だ
と
感
じ
た
ら
、
す

ぐ
に
警
察
や
駐
在
所
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。
放
置
す
る
の
が
一
番

だ
め
な
ん
で
す
。

山
村
氏　

家
庭
内
に
お
い
て
も
子

ど
も
た
ち
が
出
す
信
号
に
気
付
い

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。『
服
装
の

変
化
』『
言
葉
遣
い
』『
雰
囲
気
』

子
ど
も
は
い
ろ
い
ろ
な
信
号
を
出

し
て
、
自
分
の
状
態
を
親
に
伝
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
そ
の
う
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一軒に一灯の点灯

人目を避け自分の存在を消すか

のように行動する犯罪者は死角を

好む。地域の計画的な防犯照明の

設備は、犯罪者を遠ざけることに

大きな効果を発揮する。センサー

付きの門灯など、防犯照明の設備

と点灯が地域を守る。

自　動　車

車上狙いの犯人が狙うのは、置きっぱ

なしになっている現金や通帳、免許証。

また、車に取り付けられているオーディ

オやナビなどを狙うことも多々ある。車

から離れるときは必ずロックをし、貴重

品は携行すること。盗難警報装置を取り

付けるとさらに防犯効果は高まる。

自　転　車

自転車盗難防止のため、防犯登

録をし、カギとネームを忘れずに

つけるようにする。もともと自転

車に付いているキーと、チェーン

などの補助キーを併せて使うこと

が盗難防止に効果的。

木
下
氏　

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

は
、
度
会
町
で
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
伊
勢
警
察
と
し

て
は
非
常
に
相
談
が
多
い
問
題
で

す
。
町
内
で
も
「
恥
ず
か
し
い
」

「
怖
い
」
な
ど
と
い
っ
た
理
由
で

警
察
や
関
係
窓
口
に
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
が
い
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

山
村
氏　

大
変
な
状
況
に
な
っ
て

か
ら
相
談
に
こ
ら
れ
る
人
が
多
い

で
す
ね
。
そ
う
い
う
問
題
は
起
こ

っ
て
か
ら
で
は
な
く
、
早
期
の
う

ち
に
き
て
も
ら
い
た
い
ん
で
す
。

「
そ
ん
な
気
が
す
る
」「
そ
う
い
う

雰
囲
気
だ
」
と
い
う
時
点
で
も
防

止
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す

か
ら
。
最
近
は
法
律
や
規
則
で
守

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
婦
人
相

談
所
な
ど
、
女
性
の
た
め
の
相
談

窓
口
が
あ
る
の
で
、
紹
介
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

木
下
氏　

我
々
は
犯
罪
者
を
捕
ま

え
る
こ
と
が
仕
事
だ
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
ん
で

す
。
指
導
し
た
り
啓
発
し
た
り
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
捕
ま
え
る
の
は
最
終
手
段
。

最
悪
の
状
態
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

方
策
を
、
相
談
者
と
い
っ
し
ょ
に

考
え
て
最
良
の
対
策
が
取
れ
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

山
村
氏　

地
域
社
会
で
困
っ
た
こ

と
、
恐
ろ
し
い
こ
と
が
起
こ
っ
た

と
き
に
は
警
察
の
力
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ

と
で
も
気
に
な
っ
た
ら
相
談
、
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。
犯
罪
を
防
止

し
て
い
く
に
は
皆
さ
ん
か
ら
の
声

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

麻加江駐在所

山村　元保　巡査部長

ち
直
る
」
な
ど
と
安
易
に
考
え
た

り
、
背
を
向
け
た
り
せ
ず
に
、
非

行
に
走
っ
て
し
ま
う
前
に
子
ど
も

と
向
き
合
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

気
に
な
る
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い

報告やうちあわせでにより町内の安全が考えられている

特 

集
求
め
ら
れ
る
地
域
の
力
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主

な

内

容

第
3
回
度
会
町
議
会

臨
時
会
を
開
催

税条例の一部を改正

平
成
16
年
第
３
回
度
会
町
議
会

臨
時
会
が
、
去
る
５
月
19
日
に
召

集
さ
れ
、
会
期
１
日
間
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

◎
平
成
16
年
度
度
会
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

◎
度
会
町
庁
舎
建
設
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

◎
度
会
町
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
条

例
を
廃
止
す
る
条
例

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

・
平
成
15
年
度
度
会
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

・
平
成
15
年
度
度
会
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

・
平
成
15
年
度
度
会
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
度
会
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・
度
会
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
度
会
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

主

な

内

容

平成16年度
地方税法改正

○
町
民
税
均
等
割
額
の
改
正

人
口
段
階
別
の
税
率
区
分
を
廃

止
し
、
そ
の
税
率
が
３
，
０
０
０

円
（
改
正
前
２
，
０
０
０
円
）
に

統
一
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
16
年
度
か
ら

個
人
住
民
税
の
均
等
割
は
４
，
０

０
０
円
（
町
民
税
３
，
０
０
０
円
、

県
民
税
１
，
０
０
０
円
）
と
な
り

ま
す
。

○
妻
に
対
す
る
均
等
割
非
課
税
措

置
の
廃
止

個
人
住
民
税
均
等
割
の
納
税
義

務
を
負
う
夫
と
生
計
を
一
に
す
る

妻
で
、
夫
と
同
じ
町
内
に
住
所
を

有
す
る
方
に
対
す
る
非
課
税
措
置

が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
17
年
度
分

の
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
１
／

２
（
町
民
税
１
，
５
０
０
円
、
県

民
税
５
０
０
円
）、
平
成
18
年
度

分
か
ら
全
額
（
町
民
税
３
，
０
０

０
円
、
県
民
税
１
，
０
０
０
円
）

で
課
税
さ
れ
ま
す
。

○
土
地
・
建
物
等
の
長
期
譲
渡
所

得
に
係
る
１
０
０
万
円
の
特
別

控
除
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

（
平
成
17
年
度
分
以
降
適
用
）

○
土
地
・
建
物
等
の
長
期
譲
渡
所

得
の
税
率
が
５
％
（
改
正
前
６

％
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

（
平
成
17
年
度
分
以
降
適
用
）

○
上
場
株
式
以
外
の
株
式
等
に
係

る
税
率
が
５
％
（
改
正
前
６
％
）

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
平

成
17
年
度
分
以
降
適
用
）

○
老
年
者
控
除
が
廃
止
に
な
り
ま

す
。（
平
成
18
年
度
分
以
降
適

用
）

○
公
的
年
金
等
控
除
の
65
歳
以
上

の
方
の
上
乗
せ
措
置
が
廃
止
と

な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
老
年
者
特
別
加
算
と

し
て
、
65
歳
以
上
の
方
の
公
的
年

金
等
控
除
の
最
低
保
障
額
を
５
０

万
円
加
算
し
、
１
２
０
万
円
と
す

る
特
別
措
置
が
あ
り
ま
す
。

（
平
成
18
年
度
分
以
降
適
用
）

▽
問
合
先

役
場
税
務
課

（

６
２
―
２
４
１
４
）
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木造住宅
耐震診断事業を実施

▽
対
象
と
な
る
住
宅

①
〜
⑤
の
項
目
す
べ
て
に
該
当

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
、
現
在
完
成
し
て
い
る

住
宅

②
木
造
住
宅
（
軸
組
工
法
、
伝
統

的
工
法
）

③
住
居
と
し
て
使
用
す
る
次
の
建

築
物
の
い
ず
れ
か

・
専
用
住
宅

・
共
同
住
宅
、
長
屋
建
住
宅
（
所

有
者
が
申
し
込
み
、
必
ず
居
住

者
の
承
諾
が
必
要
で
す
）

・
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅
（
延
べ

床
面
積
の
１
／
２
以
上
を
住
宅

と
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

④
階
数
と
規
模

・
２
階
建
て
以
下
で
、
か
つ
延
べ

床
面
積
３
０
０
㎡
（
約
90
坪
）

以
下

⑤
町
内
在
住
者
が
町
内
に
所
有
し

て
い
る
住
宅

▽
対
象
と
な
ら
な
い
住
宅

・
鉄
骨
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
住
宅

・
木
造
プ
レ
ハ
ブ
工
法
の
住
宅

・
枠
組
壁
工
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ

ー
な
ど
）
の
住
宅

・
丸
太
組
工
法
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）

の
住
宅

▽
診
断
費
用

・
無
料
（
国
・
県
・
町
が
負
担
し

ま
す
）

▽
診
断
者

・
県
が
後
援
す
る
木
造
住
宅
耐
震

診
断
講
習
会
を
受
講
、
終
了
し

た
建
築
の
専
門
家
に
委
託
し
ま

す
。

※
診
断
者
が
現
地
調
査
を
す
る
時

に
は
、
改
修
工
事
な
ど
の
営
業
活

動
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
診
断
時
期

・
９
月
以
降
、
日
時
は
お
伺
い
す

る
診
断
者
か
ら
申
し
込
ま
れ
た

方
に
連
絡
し
ま
す
。

▽
診
断
内
容

・
図
面
と
の
照
合
、
基
礎
、
壁
、

筋
か
い
、
床
下
、
天
井
裏
な
ど

を
調
査
し
ま
す
。

▽
診
断
結
果

・
診
断
終
了
後
２
〜
３
か
月
後
に
、

診
断
者
が
結
果
を
説
明
し
ま
す
。

▽
診
断
戸
数

・
50
戸
（
申
し
込
み
は
１
人
１

戸
ま
で
）

※
予
定
戸
数
を
上
回
っ
た
場
合
は
、

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限

・
平
成
16
年
７
月
30
日
（
金
）

▽
申
込
・
問
合
先

役
場
防
災
・
情
報
課
（

６
２

―

２
４
２
１
）

阪神・淡路大震災では住宅の

倒壊などにより、多数の犠牲者

がでました。

広報わたらいでも『シリーズ

災害に強いまちを目指して』で

お知らせしているように、近い

将来、東海地震、東南海・南海

地震の発生が懸念されています。

三重県のどこに住んでいても

何らかの地震に見舞われる危険

があることから、住宅の耐震化

などは最優先の課題と言えま

す。このため、町では地震対策

を考える施策のひとつとして、

木造住宅の無料耐震診断事業を

今年度も実施します。

わが家が地震に対して安全な

のか、どの程度危険なのかを知

ることで、地震対策を考える

きっかけにしていただくため

に、診断事業の対象となる住宅

にお住まいの人は、診断を受け

てみてはいかがでしょうか。

木造住宅
無料

耐震診断

木造住宅
耐震診断事業を実施

申込期限は

7/30（金）
申込期限は

7/30（金）

木造住宅
無料

耐震診断
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町税等の納付には
安心で確実、

便利な

口座振替を

ご利用ください！

口座振替の手続きは、お済みでしょうか？

町では、簡単な手続きで、安心確実な口座

振替をおすすめしています。

ぜひ、ご利用ください。

安心確実に支払える

口座を登録すれば
入金するだけで

口座振替の申込手続

指定用紙に記入押印するだけなので簡単！

◎手続　役場出納室窓口

◎手続きに必要なもの　預金通帳、印鑑（通帳の届出印）

口座振替の流れと仕組み

自動引落なので、納めに行く手間が省けます！

金

融

機

関

税
等
を
納
め
る
方

役場（出納室）

対象となる町税等 町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、
簡易水道使用料、児童保育料、住宅使用料、介護保険料

取 扱 金 融 機 関 伊勢農協、百五銀行、三重銀行、第三銀行、中京銀行、みずほ銀行、
ＵＦＪ銀行伊勢支店、三重信用金庫、郵便局

口 座 振 替 日 毎月２７日（１２月は２５日、振替日が休日の場合は翌営業日）
 ※口座振替の開始月は、手続終了後に文書にてお知らせします。

問合先　　役場税務課、出納室（ 62̶2410）

①口座振替の申し込み

③振替納付

②振替請求
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提出期限は6月30日

児童手当の受給者には、毎年 6月中
に『児童手当現況届』の提出をお願いし
ています。
この届は、毎年6月 1日における状
況を記載し、児童手当を引き続き受けら
れるかどうかを確認するためのものです。
この届の提出がないと、6月分以降の
手当が受けられなくなりますので、ご注
意ください。
現況届に必要な書類は 6月中旬に各
該当者に送付しますので、必ず期限まで
に提出してください。

児
童
手
当
の

　
　
　

現
況
届

◎
現
況
届
に
添
付
し
て
い
た
だ
く

書
類

▽
申
請
者
が
被
用
者
（
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
な
ど
）
の
場
合

年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は
健
康

保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
（
勤
務

先
の
わ
か
る
も
の
）。

▽
申
請
者
が
平
成
16
年
１
月
１
日

以
降
町
内
に
転
入
さ
れ
た
場
合

前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発

行
す
る
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
。

※
前
住
所
地
の
区
市
役
所
、
町
村

役
場
の
税
務
課
で
取
得
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
先

役
場
健
康
福
祉
課
（

６
２

―
２
４
１
３
）

提出期限は6月30日

平
成
16
年
度
の
度
会
町
こ
と
ぶ

き
学
園
開
講
式
が
、
去
る
５
月
25

日
町
民
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
中
廣
文
男

老
人
会
長
は
「
和
や
か
に
健
康
で

い
つ
ま
で
も
挑
戦
す
る
気
持
ち
で

あ
っ
て
ほ
し
い
」「
こ
う
い
う
機

会
で
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
っ
て

若
返
り
ま
し
ょ
う
」
と
、
開
講
さ

れ
る
６
回
の
全
て
受
講
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

第
１
回
目
は
『
伊
勢
音
頭
よ
も

や
ま
話
』
と
題
し
た
講
演
会
が
行

わ
れ
、
講
師
の
月
岡
顕
人
さ
ん
が

自
ら
も
伊
勢
音
頭
を
披
露
し
な
が

ら
、
お
伊
勢
参
り
や
木
遣
り
歌
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、日
本
舞
踊
の
篠
塚
流
『
鶴

翔
会
』
の
堤
・
川
井
さ
ん
か
ら
、

伊
勢
音
頭
を
教
わ
り
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

和やかに健康で
ことぶき学園開講

■Ｈ .16. ５. 25
■町民体育館 

役場窓口には毎日多くの人が訪れる

伊勢音頭を教わりました

中廣老人会長からのあいさつ
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西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

５
月
20
日

句
碑
抱
く
桜
の
大
樹
花
は
葉
に

牧　

戸　

中
西
て
い
子

五
歳
に
は
五
歳
の
主
張
鯉
の
ぼ
り

田　

間　

村
山　

和
美

花
桐
や
在
所
見
下
ろ
す
父
母
の
墓

葛　

原　

中
井　

和
子

麦
秋
や
術
後
三
年
無
事
経
ち
ぬ

麻
加
江　

中
村　

和
代

ま
ま
ご
と
の
二
間
の
あ
り
て
花
筵

む
し
ろ

棚　

橋　

藤
井　

紫
光

深
淵
に
逸
る
魚
影
や
え
ご
の
花

大
野
木　

西
村　
　

永

藤
寺
や
作さ

務む

衣え

の
似
合
ふ
若
き
僧

長　

原　

中
西　

定
雄

川
風
に
乱
舞
し
き
り
や
夏
つ
ば
め

棚　

橋　

山
本　
　

順

遊水プー
ル・鏡

７月３日（土
）オープン

宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
内
の
『
遊

水
プ
ー
ル
・
鏡
』
は
開
設
９
年
目

を
迎
え
、
今
年
も
７
月
の
第
１
・

第
２
の
土
・
日
曜
日
に
営
業
、
本

格
的
に
は
７
月
17
日
（
土
）
か
ら

８
月
31
日
（
火
）
の
間
、
営
業
し

ま
す
。

６
種
類
の
プ
ー
ル
が
揃
う
本
格

的
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
で
楽
し
く
遊

び
ま
し
ょ
う
。

※
悪
天
候
の
場
合
や
、
水
温
な
ど

が
基
準
に
達
し
な
い
場
合
は
、
期

間
内
で
あ
っ
て
も
営
業
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
プ
ー
ル
営
業
日

☆
７
月
３
日
（
土
）・
７
月
４
日

（
日
）

☆
７
月
10
日
（
土
）・
７
月
11
日

（
日
）

☆
７
月
17
日
（
土
）
〜
８
月
31
日

（
火
）

◎
プ
ー
ル
営
業
時
間

☆
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

◎
利
用
料
金

☆
大
人　
　
　
　

７
０
０
円

☆
小
中
学
生　
　

４
０
０
円

☆
乳
幼
児　
　
　

２
０
０
円

※
町
内
の
小
中
学
生
に
は
、
割
引

制
度
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
先

遊
水
プ
ー
ル
・
鏡
（

６
３
―

０
０
０
５
）

遊水プー
ル・鏡

７月３日（土
）オープン
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「玉城町にも南勢町にもあって度会町には太鼓がない。それ
はとても寂しいことではないだろうか。地域を活性化するため
にも・・・。」そう考え、１４人の若手メンバーで構成される『鏡
太鼓』が立ち上がったのは今年２月のことでした。
毎週火曜日、金曜日に玉城町玉丸城太鼓から田岡孝城さんに
来ていただき、太鼓の配置、姿勢、叩き方といった基礎から教
わって練習しています。
真剣に練習するメンバーたちは初心者ばかりで和太鼓の感覚を体に覚えさせようと、また、笛を練習するメ
ンバーも太鼓との調和を目指して、必死に練習をしています。
時には笑みをこぼしながらも、メンバー同士で「ちょっと出遅れていた」「音が小さい」といった注意をし
合い、８月開催のＷ

ワ タ ラ イ

ＡＴＡＲＡＩ　Ｎ
ナ イ ト

ＩＧＨＴ　Ｆ
フ ィ ー バ ー

ＥＶＥＲに向けてがんばっています。

和太鼓で地域を活性化

去る５月１５日、中川第２グラウンドを会場に、第１９
回度会町少年ソフトボール大会が開催されました。
大会結果
優　勝　一之瀬イーグルス
準優勝　中川スポーツ少年団
３　位　小川郷スポーツ少年団

町少年ソフトボール大会

一之瀬イーグルスが優勝

去る５月２１日、南伊勢高校の生徒と棚橋保育所の園児による交流会が開催されました。
総合学習『生き方を考える』の一環として、保育所を訪れた生徒たちは、この日のために生徒会が中心となっ
て『犬のおまわりさん』『森のくまさん』の歌を盛り込んだ演劇を披露しました。
劇の途中、いっしょに歌う園児たちはとても楽しそうで、あっという間に、お兄さん、お姉さんとの仲は深ま
りました。
南伊勢高校生徒会長の神谷聖法さんは「園児が喜びそうな内容を考えるのに苦労しました。ここまで喜んでも
らえたのは、先生、演劇部の助けがあってこそ。これからも積極的に交流会などに参加していきたい。」と、今
回学んだことについて語ってくれました。
笑顔いっぱいの交流会は、歌にダンスにと、あっという間に時間が過ぎていき、最後に園児たちは「遊んでく

れて、ありがとう。」と声をそろえて、生徒たちに手を振ったり、握
手をしたりしていました。

笑顔いっぱいの交流会
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平成17年 1月１日から
町内すべての学校が敷地内全面禁煙になります。

お知らせ6月

June
料理教室を開催

度会町食生活改善推進協議会では、生活習慣病予防や
地域の産物を使った料理教室を開催します。
ぜひ、ご参加ください。

開催日時・場所
・６月２７日（日）　中之郷生活改善センター
・７月　４日（日）　麻加江生活改善センター
・７月　５日（月）　町保健センター
・各日ともに９時３０分～正午ごろ
申込期限　６月２２日（火）
参加費用　３００円
申込・問合先
役場健康福祉課（６２－２４１３）

未入所幼児との交流会を開催

各保育所では、保育所園児と未入所幼児との第１回交
流会を開催します。
開催日時　６月１６日（水）

午前９時３０分～１１時（雨天決行）
開催場所　町内各保育所
参 加 者　町内在住の保育所入園前のお子さんと保護者
問 合 先

長原保育所　６４－００２２
棚橋保育所　６２－００７４
中之郷保育所　６２－００７０
南中村保育所　６５－０２６６

お母さんのためのリフレッシュ講座

開催日時　６月２３日（水）
午前１０時～１１時３０分
（９時４５分から受付）
開催場所　町子育て支援センター（保健センター棟内）
対 象　小学校就学前のお子さんをお持ちのお母さん
募集定員　１５名
申込期間　６月１６日（水）～１８日（金）
託 児　あり
申込・問合先

町子育て支援センター（６２－１１１２）

こころの健康相談

開催日時　毎月第４木曜日　午後１時～３時
開催場所　伊勢庁舎、志摩庁舎
※開催日により場所は異なります。
※相談は無料で秘密は堅く守られます。
※相談は予約制となっています。
申込・問合先
県南勢志摩県民局保健福祉部
生活支援グループ（２７－５１３９）

放送大学入学生を募集

放送大学では、平成１６年度第２学期（１０月）の入
学生を募集します。
放送大学は、自宅で学べる正規の大学です。

応募期間　６月１５日（火）～８月３１日（火）
問 合 先
放送大学三重学習センター
（０５９－２３３－１１７０）

交通遺児などへの育成資金の貸付

自動車事故対策機構では、交通遺児などへの育成資金
の貸付を行っています。
また、自動車事故により、脳、脊髄または胸腹部臓器

を損傷し、後遺障害のある方を対象に介護料の支給も
行っています。
問 合 先
独立行政法人自動車事故対策機構三重支所
（０５９－２２５－１００７）

再就職希望登録者支援事業

２１世紀職業財団では、登録者の方に様々な内容の
支援を行うことで、スムーズな再就職をバックアップし
ています。
対 象 者

妊娠、出産、育児または介護を理由として退職した方
で、将来働けるようになったとき、再就職を希望する方。
※ただし、退職前に雇用保険被保険者であった方。
問 合 先

２１世紀職業財団三重事務所
（０５９―２２８―２３００）
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●問い合わせは、町保健センター、子育て支援センター（62－1112）まで●

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　kosodate@town.watarai.mie.jp

わたっこ広場開放
７月２日（金）、７月１６日（金）
時間：午前10時～正午
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん

受　付：午前８時～10時
場　所：ＪＡ伊勢度会支店一之瀬
申し込み：６月21日（月）～25日（金）

に町保健センター

胃ガン検診
７月５日（月）

地区巡回広場わたぼうし
７月20日（火） 一之瀬公民館
７月21日（水） 麻加江生活改善センター
７月26日（月） 中央公民館
時間：午前10時～11時30分頃
内容：保育士による手遊び、自由遊び等
対象：保育所に行っていないお子さん

受　付：午後１時30分～２時
場　所：町保健センター
乳児健診の対象：
原則として
・２か月児健診
平成16年５月生まれのお子さん
・７か月児健診
平成15年12月生まれのお子さん
・12か月児健診
平成15年７月生まれのお子さん
育児相談の対象：原則として奇数月

生まれの１歳まで
のお子さん

乳児健診および育児相談
７月28日（水）

遊・友・YOUくらぶ（旧遊びのおやこサークル）
７月５日（月）《ひよこグループ》
７月８日（木）《うさぎグループ》
時　間：午前10時～正午ごろ
場　所：町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

保健・子育て支援情報保健・子育て支援情報

６月の町税
 町 県 民 税　第 １ 期

 国民健康保険税　第 ２ 期

４月中に届出のあった方（敬称略）

 子の名前 保護者名 字名

里中以
い

武
ぶ

基
き

 能生 棚　橋

福井　彩
あや

斗
と

 敏 大野木

おめでた

おくやみ

シリーズ今夜の夕食

生活習慣病予防料理
度会町食生活改善推進協議会

材料（４人分）

アジ（中１尾） ４尾

酒 小さじ２

しょうが汁 小さじ１

キャベツ ８０ｇ

きゅうり ６０ｇ

にんじん ６０ｇ

青じそ ４枚

しょうが １５ｇ

にんにく 少々

ねぎ ３０ｇ

しょうゆ

大さじ２と２分の１
Ａ　

砂糖 小さじ２

ごま油 小さじ２

片栗粉 大さじ３

作
り
方

今月はコレステロールを下げ

たり血液をサラサラにしたりす

るといわれているＥＰＡ（エイコ

サペンタエン酸）などが含まれて

いるアジを使用した料理です。

ぜひ、お作りください。

アジは３枚におろし、酒、しょうが汁をかけてしばらくおいておく。
キャベツ、きゅうり、にんじんはせん切りにし、青じそは縦半分に
切り、器に広げる。
しょうが、にんにく、ねぎはみじん切りにし、Ａとあわせて薬味ソー
スをつくる。
アジの汁気をふいて片栗粉をまぶし、多めの油でこんがりと焼く。
野菜の上に、アジを盛り、薬味ソースをかける。

アジのソースかけ

４月中に届出のあった方（敬称略）

 名　前　 年齢 字名

泰道こはる ８９ 小　川
石井　道明 ８２ 上久具
山北　嘉男 ７０ 平　生
中西千代子 ８０ 牧　戸
井田　慶次 ８９ 南中村
金英太郎 ９４ 立　岡

受　付：午後１時10分～１時30分
場　所：町保健センター
対　象：平成12年11月・12月生ま

れのお子さん

３歳６か月児健康診査
７月７日（水）

受付：・乳ガン 午後１時～２時30分
 ・子宮ガン 午後１時～２時
 ・骨密度測定 午後１時～２時30分
場所：一之瀬小学校体育館
申し込み：７月12日（月）～20日（火）

に町保健センター

婦人ガン検診および骨密度測定
７月29日（木）
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町のうごき
人　口　男　4,580（－ 8） 出生　 2

女　4,865（－ 8） 死亡　 6
計　9,445（－16） 転入　19

世帯数2,729（＋ 1） 転出　31

平成16年４月30日現在
（　　）内は前月比

か
がやけ！

びと　

た
らい

　
24

森
もり

 本
もと

　真
ま

 紀
き

 さん
（麻加江）

　29歳／A型

　 　　侑
ゆう

 奈
な

 ちゃん　　　　 2歳／A型

侑奈は出産予定日より１０日遅れて生まれました。破水して

から２日間かかったので、すごく心配でした。

長い時間、心配と痛みでとても苦しくて、生まれたときは、

感動で胸がいっぱいになって涙があふれました。

今 月 の 表 紙

去る５月１４日、度会中学校の春季遠足が実施されました。
２年生は宮川の河原で班に分かれ、バーベキューをしたり、

カレー、シチューをつくったりと、自分たちで計画をたて、
実行する力を身につけました。
なかなか火がつかず苦労する班もありましたが、新しいク

ラスの新しい仲間たちと親睦が深まったようです。
食後には、環境美化を考え、清掃活動が行われました。

一
日
一
歩

新
し
い
学
校
、
ク
ラ
ス
。
そ
し
て
社
会
人

に
な
っ
た
皆
さ
ん
。
そ
ろ
そ
ろ
新
生
活
に
慣

れ
て
き
た
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
学
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

広
報
紙
を
つ
く
っ
て
い
る
と
、
シ
リ
ー
ズ

や
特
集
な
ど
で
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て

様
々
な
皆
さ
ん
か
ら
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
け
ま
す
。

今
ま
で
自
分
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、

勘
違
い
し
て
い
た
こ
と
は
本
当
に
多
く
あ
り
、

新
し
い
知
識
、
考
え
方
が
自
分
に
入
っ
て
く
る

こ
と
を
す
ご
く
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

お子さんの名前

について

ユウナという響きが良いなぁと思っていました。
画数で見てもらった名前の中に『侑奈』があり、
何かめぐり合うものがあると思いました。これし
かないと決めた名前です。

子育てについて

子どもがしゃべれるようになってくると、色々話
しができてとても楽しいです。
どんどん成長して新しいことを覚えるのですが、
つい最近まで笑っていたことに、急に興味を示さ
なくなり「アレッ？」ということがあります。ど
うやら子どもなりのマイブームがあるみたいです。
8、9か月のころは夜泣きで大変だったのですが、
夫が子育てにとても協力的で助かりました。現在
もいろいろ助け合って子育てしています。

度会町について

公園や自然は子育てに良い環境だと思います。
「わたっこ広場」などの行事は志摩郡から嫁いでき
て、一人でいた私にとって友達をたくさんつくる
ことができてとてもうれしかったです。

侑奈ちゃんから

一言
見かけたら声をかけてね！友達になっていっしょ
に遊ぼうよ！


